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エンドウの成熟中の成分変咋と採収ひん度  
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STtJI）IES ON SUGAR PEA VARIETIES FOR CANNING－I  

VARIATIONIN COMPONENTS OF PEASI）tJRING MATURATION  

AND RIPENING AND FREQtJENCY OFⅡARVEST  

Shimzo kuniさ8tO，》l且88れOriふIiyaz8ki，Seiiehill王y88ndIt8urO M8yuヱumi  

Sugar f妃a Varieties were selected forcanAng suitability andadaptabilityasawinter  

CrOpin the Kinkidistrict．  

1．As for the resistance against frost，the Perfection and Alderman varietiesintro・  

duced from the United States of Arr：erica are rather unsuitable as a wintercropthan  

the Okitsus．   

2．The color of pea skin of theOkitsus aredeepergreenthan that ofthe Perfection  

and Alderman．   

Theduration of quality of the Okitsus for canning peas was found to belonger  

than that of thelatters（Table2．3、4）．   

3．Suitable harvestintervals and num反r of harvest were determined by judging  

fro皿the variationin number of flowersand the duration of quality．  

G・W，Okitsu No．4……5て）r6times at6dayintervals  

OkitsuNo・1，OkitsuNo・5……3tirr：eSatlO dayintervals（Fig2，Table4，5）   

4．Efficiencyof harvestwas higher with those plantswith the higher王妃rCentage  

Of two－flower stalks andwithlarger pods（Tablel）．   

5．TheAlderman produced the highest shelled yield among6varieties tested and  

the yield ofpea per POd was sufficiently high，thus glVJng the greatestpea yield  

among tbeコl．   

The Okitsus gave higher shelled yield than the G・W but their yield of peawere  

Simi1ar to the G・W because the yield ofI妃a Of the formers werelowerthanthelatter  

（Table2）．  

1，緒  

わが国のエンドウ加工製品は大半はグリンピースで占められている．これは主として「食べる  

マメ」としてではなく「飾るマメ」として消費されている．風味．栄養に乏しく，生産畳は20万  
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函くらいで将来，飛躍的に消費が増す可能性は少ない．これに対しSugarPeasは風味，栄養か  

らいっても「食べるマメ」としての価値が高く，米国ではトマト，コーンと並んで重要な野菜缶  

詰であり，年産4，000万函以上にも達している．このため関係者の問では早くからSugar Peasを  

作らなければならないと言われてきたが．現在もなお普及するに至っていない．その原因として  

は2つ考えられる．  

1）消費者のSugar Peasに対する認識が高まっていないため．すなわち食べ方を知らないた  

め消費が低く．それゆえに生産，加工業者が消極的である．   

2）SugarPeas用適性品種がわが国に見いだされていない．これらの原因を除いてゆ別ま，エ  

ンドウ製品の消費は飛躍的に伸びると考えられる．   

Sugar Peas用適性品雇は．従来わが国で栽培されているグリンピース用のG・W，Alaskaなど  

のアジア系エンドウとは晶毎分化の異なった欧州系エンドウである．したがって，栽培，品質に  

おいてアジア系と非常に異なってきている．   

加工用エンドウの成熱中の成分変化や採収熟度の成分と加工品との関係，アジア系と欧州系エ  

ンドウの品質，加工適性熟度の差などについてはAnonl），BonneyおよぴRowe2），望即），松  

井氏4）らの報告がある．   

われわれは栽培と加工適性の面から，わが国におけるSugar Peas用達性品種を見いだすため  

に，1963年には米国のPerfectionらの燻性苺6種，高性のTomasLixton，Aldermanの欧州系  

を中心に，また1964年には興津試験場で改良された欧州系エンドウのtheOkitsuVarietiesを  

中心に裁培し，その加工適性に比較，疲寓を加えた．   

米国の犠牲種，高性廼はすペて春蒔き穫であるため．耐寒性が少なく．現在のわが国のエンド  

ウ栽培地帯において関西以西では適さないものであっ柔5・6）．この1964年の報告6）の春蒔き種と比  

較しながら今回は好結果を得られたthe OkitsuVarietiesを中心に報告する．   

栽培と加工適性といっても多くの条件が存在するので，今回は開花療睦，収量．収痩唾率，品  

質と採収ひん度などを栽培と加工適性熟度に密接に閑適させて比較，検討を加えた・  

2．材料および方法  

A．供試品種  

G・W  

Alderma皿  

17．2  

0kitsu No．1  

0k；tsu No．4  

0kitsu No．5   

B．栽培方法5）  

播 種1964年10月22日  
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栽植密度 瞳幅1．2－－1株間0．3n】  

1株2木立10a当たり2778株  

10a当たり施肥量  

元肥 N…5．3kg P…11．3kg K…8．3kg  

追肥 N…1．Okg12月11日  

N・・・1．Okg 4月6日  

支柱立て 4月2日  

収穫期 5月27日～6月11日   

C．品質検査   

1）採取方法  

開花中の花に3日目どとに毛糸でマークしておき，収穫を一度に行な・つて分析に供した・  

2）分析方法  

アルコール不溶性残蓬…磨砕した試料50gに80％アルコールを100ml加え，沸騰湯煎  

上で1時間加温浸出し，炉過残蔭を750cで乾嬢秤量  

デンプン，全糖・‥Somogyi法  

不溶性窒素・‥アルコール不溶性残痘1g取り，あとは常法どおり．  

可溶性窒素…アルコール不溶性哉麿の浸出液を8cc取り，あとは常法どおり．  

3）缶詰製造法  

分析に供した材料は5月26日に収穫し，除英後900c 5分煮沸，冷却後ベビーフード缶  

に肉詰，砂糖5％，食塩2％の溶液注入．  

1200c10分殺菌  

品種比較は上記と同じ方法で果実7号缶に190g肉話した．  

4）嗜好テストはテストの勤続者3名で製造後3カ月目に行なった．  

3．結  果  

生育期間中の気温はFig．1のとおりであった．1月中旬より3月上旬にかけてかなり厳しい低  

温が続いたために凍害が見られた．   

エンドウは－40cから －70cまでの低温に耐えるが，これは寒さを受ける植物体の大きさと  

品種の抵抗性の多少に，非常に大きな善が見られる．1963年に栽培した米国の欧州系エンドウ  

は、10月中旬播きでは秋に生長しすぎて，ほとんど越冬できないが，11月中旬播きでは小さな植  

物体であったためと，いくぶん暖冬のせいか十分越冬した．1964年の試験では，10月22日播きで  

冬期までにかなり大きく生長していたので、耐寒性のある G・Wでさえ枝の先端掛こ凍害を受け  

黄変した．もっとも強かったのはG・W，Okitsu No．1，Okitsu No・5であり，OkitsuNo・4  

はやや弱かった．欧州系の春蒔き撞であるAlderma皿，欧州系とアジア系のあいの子である17．2  

はともに弱く枯死株があらわれた．  
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エンドウの生育適温はだいたい150c～200c  

であって．4月から5月の生長，開花期に300c  

以上の高温に短期間さらさ才Iると，生長が止り  

収量が低下する．無限花序であるエンドゥほ  

Fig．1にみられる生育適温の転が広いほどどん  

どん生長を続け増収と＝なる7）i1965年の気温は  

平年並みで．生育は順透馴こ進み収量も昨年より  

上回わり．6月11日に試験を完了した．   

収辱ほ4回で．前後の少量ほ問題とならない  

ので省略した．   

F；g．2開花諭査は10株をマークし，晦日完  

全に開花している花の数を調バたものである．  

エンドウの．花はだいたい3日間咲き続†ナるので  

開花数ほ重複して多くなっている．   

開花数は．一17．2∴G■Wが非常に多く、次いで  

Alder皿a血が多かった．Okitsuの3系緯は全般  

に少なく．とくにOkitsu No．］は開花期がピ  

ークに達したころから花弁が十分に展開せずに  

授軌 結果するものが多く，開花数が急激に減  

少した．  

如】■■■一一 丸ーM 如け F■血▲′ ～h－ A叶；l M■！ ノ，－1  

F・富・lT川匹鴫T・▲鴫＝（ヰヘ■！ほI   

Fig．1Temparature（196Ll～1965）  

i“〆iこ．♂f一三U亡．．▼  

叛ユCb・て仁王；れ㌦明い¢f‖コふ亡「  

Fig．2 Changesin number of flower   

嚢Sum of the number of flower of   

the dayand thepreviousday．  

一般I∈エンドウの花房には，1花性花房と2  

花性花房がみられる．その割合も品種によって非常に異なつている．   

F；g・2・開花調査におけ寧全花戸中の2花性花房率埠次のようであった・  

G・W…84．1％、17．2…89，0％，Aldetman‥・83．8％  

Ok；tsu No．1・・・48．7％，Okitsu No．4・・・25．2％．Okitsu No．5…39．1％   

2花性花房率の高いG・W，17．2．Aldermanは開花数の多い傾向を示し，収穫能率や収樟英数  

を高めるようである．   

Tablel．は手七収穫する場合の億率や外観判定の難易を品雇別に比較してみたものである．   

2花性花房率の高いものほ手順1回で2莱収穫されるために収穫能率が高くなる．すなわち．  

G，W，17．2．A］dertnqnは収啓英数において収穫の開始軌 最盛期，終期を通じて1位，2位，  

3位を占め．2花性花房率の低いtbe Okitsu Vhritiesよりすぐれていた．しかし、収穫莱童に  

おいては大乗系が有利となり，Alderm？nが最も多‘く，同じ大乗のthe Qki！Su Vari∈tiesが多く  

なった．小莱のG・Wが最も少なかった．このTableにおいて、後動こおけるAlderm御仁の収  

穫英数の少ないのは敬っている英数がわずかであつたためであり，開始期のOkitsu No．5の英数  

が少ないのは適熟果が少なかったためである．結局，大莱の2花牲花房率の高いAldermanが収  
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Tablel．Efficiency ofharvest per．5minutes・  

l－二m可て耶詔蒜l芯1可司詔蒜 
一耳照訝貰三塀 
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Weight ratioofpeastowholepods （g）Immature  
Maturity of peas  

Maturityofpeaswere determinedbytheir conditionofpods  

産能率において最もすぐれていた・   

果実熟度の調査から17．2は全般に未熟，過熱果の混入が非常に少なく、外観判定による収種が  

最もやさしかった．G・Wは後期に過熱果が混入することが多い．Okitsu No・4は莱と果拉の生  

長がつりあっておらず，未熟果の混入が多く，もっとはっきりした外観判定の基準が必要であっ  

た．   

Table2収量調査において乗付重畳では大英系のAlderman，the Okitsu Varietiesが多いが．  

これらは英が厚く，したがって果拉重と莱重の割合すなわち加工歩合をみると次のようになり，  

10a当たり収量換算粒重および製品数（190g肉詰，7号缶4打入）を換算してみた．  

Table2．Yield，pOd and peain raw and canned peas．   

Averageofbst，  Rawpea2）  Camnedpeal・2）  

h  ・÷・■  蔓董1曇。    10pOds  
已〉  ●  

言     壱 
q 一■J 1つ  

く∇ ＞  書芸書芸竜善     l．聖 雲               t■ ○ 0 U  岡田 （〃ヽ■      ◆一   

g  

17．2   

G・W    3，434．0   k 95⊥l．0  6．l  g 2．3  numt）モーS  5．0  2  sma11  加tter  2  2  2  6．0    4．406．2  1，224．0  7，8  5．1  5．8  3  medium  good  4  4  4  12．0  Alderman  5，935．7  1，648．9  10．7  12．9  7．5  3  big  better  4  4  8．5  11．5  Okitsu］No．l  4，11a．3  1，142．7  9．1  9．8  7．2  5  medium  better  5  4  3．5  12．5  Okitsu］No．4  4，5∈i8．2  1，318．6  8．8  8．5  6．5  4  mediⅦm  bad  4  5  ら  14．0  OkitsuNo．5  4，435．5  1，232．2  9．0  8．5  7．3  4  medium  good  5  5  3  13．0   
1）Harvest of canningpeaswasdetermined bycondition of pods・  

2）Score of raw and canned f杷aS WaSmadein next basis・  

a）Color…5pOints（＝the fu11numtxr ofpoints）wasgiven to the deepestgreencolor・  

b）Shape・・・5POints was given tothe roundest，uniformpeas onshape andsize・   

C）Flavor・・・5points was given to the most delicious peas．  
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加工歩合  

G・W ………… 50％  

17．2………＝・‥・ 50％  

Alderma皿 ……43％  

Okit5u No．1…35％  

Ok止sllNo．4…37％  

Okitsu No．5・・・40％  

10年当り粒重  製品数   

477．Okg  52．3％   

612．Okg  67．1％   

709．Okg  77．7％   

399．9kg  43，8％   

487．9kg  53．5％   

492．9kg  5j．0％   

このように英付収鼠の少ない小策のG・Wは加工歩合が高いため製品数でほthe Okitsu Varie＿  

ties と大差なかった．   

また，果実詭査においてAldermanはPerfectioll系と同程度の濃緑色で，色では昨年の巌も  

すぐれたグループに入っていたが，the OkitsuVarietiesはもっと浸禄で．製品の包もすぐれてい  

た・粒形でG・Wほ最も丸い形をしていたが、製品に過熱が混入し．般切れ，ふぞろいになった．  

Table3・Relationof maturity ofpeasto theircontents．（196」）  
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immature      2．00  

l■ bt t  16  

Alderman19  3．50   6・000・58   13．望  0．631  0．‘100 1．58  

22  

random  6．00   5・30t・l4   1l・9lO・535   ＝叫 L19   

13  3．50  

16  

Perfection  19   mature  6．25  

7．50  

ran¢0皿  7．7年   

13   immature   3．25  7．25  0．44   

9．5  0．本柑  0．454  0．99  16   1ightmature  3．25  6．75  0．48   

17．2  19   matu∫e   6．12  5．90  1．04  16．3  0．87l  0．381  2．5fl   

22   heavymature  8．00  4．40  L81  23．5  1．084  0．350  2．95   

randoIn  6．00  5．25  1．14  15．5  0．6由  0．3由  1．85   

13  

Perfection  
16  Ⅱ1ature   了．25  7，00  1．30  

19   
Freezer  

ratberbeavy  matnie  10．00  6．50  1．50  

22  

random   2．75   

0  

・・ 5．00  

一 幸  
・… 1ra蓋m宴  ≡：……  

5．50  
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香味においてOkit叩No．4は非常に甘く旨味があり，最もおいしい缶詰であった・OkitsuNo・  

5は旨味がやや乏しかった・   

エンドウ果拉の熟度と品質については古くから多くの研究がある・Aェ＝1口l）は加エに適するエン  

ドウの化学的成分の必要条件としてデンプン対垢比1．0以下，不溶性窒素対可溶性窒菜比3．0以  

下新鮮粒の皮の石灰含量0．06％以下であることを述べている・また，Bonney．Bowe2）らはア  

ルコール不溶性残播は甘味種で19％，Alaska寝で22％以下であることを必要条件にしている・   

われわれは以上の基準の下にエンドウの熟変と品質、成分変化について品種別比較を行なった．   

Table3は1964年変の分析結果である．この基準によるとAldermanは開花後19日の前後6  

日間．Perfeetion，17．2は開花後16日の前後3日間があてはまり，塀控適期とみられた・日付外  

の成分は外観判定により適熟とみられる英をとって分析したもので．開花口数別果実と比較して  

みたものである6）．   

Tableilは1965年疫における結果である．アジア系のG・Wと欧州糸のthe OkitsuVarieties  

を比較してみたが，the Okitsu Varietiesほ．Anonl），Bonneyら2）の灸件にすべての区が適格と  

なり、G・Wはデンプン対韓比が1．0以下となるのは開花後13臥 アルコール不溶性残痘が22％  

以下となるのは開花後21軋不溶性窒素対可溶性窒素比は供試試料すべて3．0以下と非常に日数  

に差が大きくでた．   

G・Wのデンプン対糖比1．0以下のものはまったく未熟呆粒であり，加工に適さない．  

TableJl．Relatior）Of maturity ofpeas to their contents．（1965）  

＊The method of making score of canned peasis the same as Table4．  
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G・Wなどのグリンピースに関して望月3），松井4）民らはAno皿l）の姦件におけるデンプン対糖此  

1．0以下を適用すべきものではないと述べている．したがって，G・Wの収蕃適期はアルコール不  

溶性残蓬が22％以下である閃花後21日前後6日間となった．   

theOkitsuVarietiesは供試した原料すべて適格であったため，Okitsu No．1は9日間，Okitsu  

No・4は6日間，Okitsu No．5は12日間の間隔をおいて収穫しても缶詰に適する原料が得られ  

ることになり，1964年のAlderman，Perfectionが6日間と3日間が限度であったのと比較して  

非常に長く加工適性の品質を持続しており，tbeOk；tsuVarietiesが品質において優秀であること  

を示した．   

分析値だけでは実際に加工した場合と異なってくることが考えられるので，各品種の各日数ど  

とに製造を行なう予定であったが．1缶に満たない区がでたので英の状態から判断して次のよう  

な区をつくった．   

G・W：24日．21日，18日．13日，Okitsu No．1：27日と24臥 21日と18El，Okitsu No．4：   

24日と21臥18日、Okitsu No．5：30日 と27日と24日，21日．18日  

の11区でノ寺ネルテストを行なった．   

Table4のとおりパネルテストによってG・Wは21日まで，Okitsu No．1，No．4は全区が適  

格であり，Okitsu No．5の30日と27日と24日の区が悪いこととなった．これは分析の着果とよ  

く似た結果である．   

これらの結果から採収ひん度を G・W，Okitsu No．4が6日間隔，Ok；tsu No．1，No．5が10  

日間隔とした場合に、Fig．2開花調査の開花敷から予想される採収ひん皮はTable5のとおり  

とな？た・   

Table5においてG・W，dkitsu4は少なくとも5～6回収穫を行なう必要があるが．Okitsu  

No．1，No．5は3回の収穫でl皇とんど全部採収で亘ることとなった．  

Table5．The tlum加r of flower on harvestintervals．  

（A）Once6days・”・・G・W，Okitsu No．4  

（B）Once10days……Okitsu No．1，Okitsu No．5   

＼ 、 

1d．4％   72．8％   0．4％   －▼ Date  Var享年ty ←、＼  宛1～宛0  ラi～ラio  うil～ラ皇0  ％1～  Okitsu No．1      7．4％    Okitsu No．5  28．2  56．3  18．4  2．1  
4．考  襲  

われわれは，わが国におけるSugar Peas用適性品種を選抜するために1964年には米国の替佐  

種を主体に，1965年にはtbe Okitsu Varietie5を主体に試験を行なった．級培適性として開西以  
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西の水田姦作の秋蒔き密植多収を基準においたため．米国のP色rfec巾nなどの壊性種は欧州系の  

SugarPeas用品種で春播きに向いており．耐寒性が弱い・これらを越冬させるには冬鱒間縫物体  

が強い耐寒性を示す′トさな草姿を保つことが必要で．接種適期は11月中旬とみら▲れる・しかし・  

これでは分枝数が少なく収厳に多くは望めない．また．春播きでは開花拗が6月1こかかり高温障  

害によって減収し，表作の稲栽培に支障をきたすと考えちれ，水田裏作tこは適当な品種ではない．   

tlle Okits山Varietiesは他の欧州系よりも耐寒性が強く．秋蒔き濫造している▲．Okits山No．1，  

Okitsu No．5は特に耐寒性があり．アジア系のG・Wと変わらず従来¢栽培法でできる・Okit如  

No．1はやや耐寒性が弱く、冬期温暖な地力で栽培することが必要である・さらに品質において  

異色浸く粒形もよく，他の欧州系よりすぐれており，とくに加工適性持続期間が長いため収穆は  

2－3回でよく集約栽培が可能である．このような特性をもつthe Okitsu Vaf；etresは耐寒性の  

あるSugar Peas用品経としそ最もふさわしいエンドウと思う・   

収量において止eOkitsuVarie【；esはG・Wと同程度で，皐1中一爪印，〕ア．2のような多収牲は  

なく，1花房1花が多く．2花性花房率が低いため収穫能率は上がらない．またト非常に英が厚  

く除英にも問題があると考えられる．   

Aldermanは最も多収の高性寝で収穫能率はよく，品虔もすとれるか，東粒ほ最も大粒で楕円  

形をしておりFreeze一向きと考えられる．耐寒性が弱いため適性品種でない．  

17．2は多収で品質，収穫能率にすぐれるが耐寒性は1965年の6品種巾で最も弱かった．   

以上のようにthe Okitsu VarietiesはSugar Peas用適性品種として現在最もすぐれた品種と  

考えられるが，さらにOk；tsuNo．1，No．5の耐寒性．Okitsu No．4の旨味、品質のよさ，tbe  

Okitsu Varietiesの加工適性熟度の持続期間の長いこと，Aldermanの収畳、収穫能率のよさ，  

17．2，G・Wの英などの良き点を多く備えるすぐれた晶雇の出現が望まれる．  

5．摘  要  

Sugar Peas用品種を選抜するため1963年～1964年にかけて米国の犠牲種を中心に．1964年～  

1965年にかけてthe Ok；tsu Varietiesを中心に滋賀県エンドウ栽培法叫こ準じで栽培し，その特  

性を比較検討した．  

（1）米国のPerfectionなどの犠牲穫は春蒔き寝で耐寒性に乏しく．水田裏作栽培に適当でな  

かった．  

（2）the Okitsu VaTietiesは耐寒性に強く水田裏作栽培に適し壊性種より収量が多く，関西  

地方以西の従来のエンドウ栽培法に準じて栽培可能である．  

（3）品質においてIheOkitsu Var；etiesは他の欧州系に比べて特に異色が追録で粗形がよく，  

Oki15LINo．」のように非常に旨味のあるものがあり，また開花後日数における果拉の成分変化か  

ら加＝二適性熱度の持続劫問が長くな！），壊性寝Perfcet；onの3日間に対し，theOkitsuVarieties  

は6日～10日の間隔で収穫してもよい結果となった．  

（ヰ）開花数詞査と加工適性持続期間から推定した採収ひん度はG・W，Okitsu No．4は6El  
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間隔で5～6【軋Okitsu No．1，Ok；tsu No．5は10日間隔で3回以上となった．  

（5）収穫能率は2花色花房率の高く，大乗である品轟はど高くなる傾向があり，Aldermanが  

最もよく，2花性花房率の低いthe Okitsu Varietiesは小策のG・W，17．2よりも悪かった．  

（6）果粒重による収量においてAldermanがよく，theOkitsuVarietiesは乗付収量ではG・  

Wより多いが，加工歩合が低く果拉重においてほ大差なかった．   

以上のようにthe Okitsu Varietiesはいろいろと改良すべき点があるが，Sugar Peas用品革  

として現在最も適した晶遷であると考えられる．  
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